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履修に
当たっての
注意・助言

ガイダンス、事前指導授業は必ず参加し現場実習への確認が必要

講義計画

　１．授業内容、方法のガイダンス
　２．実習先の選定　実習目的の設定
　３．実習先設定と依頼方法、実習期間の策定
　４．実習先、期間、内容の確認
　５．８０時間現場実習
　６．実習経過報告、問題点提起、解決案作成報告
　７．実習結果、終了報告
　８．実習日誌、報告書の作成
　９．実習先報告書発送
１０．総括

テキスト

参考書

目的と概要

一般社会における問題点解決の手段を現場実習体験の中から検索し、それぞれの解決策の検討をゼミナー
ル１、実習事前指導内容を基として日々行いその結果をその後の現場活動へフィードバックさせ検討結果の方
法を再度検討することによって社会への貢献方法、指導方法を学習する。また、これらで得られた結果をまとめ
卒業研究報告として作成する。

成績評価法 研究実習事前事後指導授業受講態度、現場実習、報告書ｇの総合評価

開期 集中通年 集中0限

授業テーマ 現場実習におけるマネージメントとフィードバック

科目名 地域研究実習（事前事後の指導含む）

担当教員 安田　正純

配当 人社3

2009年度




